
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢

(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

 

 

          

第 1271 回 ( 6 月 11 日) 例会の記録 

点  鐘  柴田譲会長 

合  唱  四つのテスト 

第２副ＳＡＡ  小林会員 栗原会員 

 

出席報告 出席向上委員会 < 小幡直樹 委員長 > 

会員数 出席者数 出席率 

23名 17名 85.00 ％ 

 

 

 

 

柴田 譲 会長 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の会長の時間として最後の例会となりました。 

 

過日 5月 21日の例会で「会員卓話」として浜野貴子

会員の卓話は大変参考になる卓話でした。 

これからの会員卓話は、このような内容であってほし

いものです。特に、小学校・中学校での出来事、高校

時代での数学の先生の「これからの女性の生き方」な

ど、確実に得られた内容を、その時その時にしっかり

と受け止めていることです。大変参考になりました。 

 

小生は、私自身の人生の歩みについて別の機会で

お話ししたいと思い、今回の「会長の時間」では、クラ

ブに入会したきっかけと私達クラブへの小生の付き合

い方等を、過去を振り返りみながらお話ししたいと思

います。 

 

私は、川島一也氏、川崎邦男氏の推薦で入会しまし

た。入会日は 1996年 11月 5日の大舘清次ガバナー

訪問時でした。 

入会後数年（3 ヵ年）が経過の下で一度はクラブを「退

会したい」と考えました。入会時のクラブに入る意味は

「異業種同士の集まり」での何かプラスになることがあ

るだろうとの漠然とした思いでした。 

この点で過去での自分のクラブ対応がどうであったの

かの自問自答を致しました。自分からすすんでクラブ

活動に参加しているのだろうか？が本人として反省し

なければと思いました。要するに、クラブに対し「何か

与えられるものだ」と受け止めていた結果でした。 

クラブは緩やかな縛りの下で組織運営されている性

格上、自分自身すすんでクラブに働きかけていかな

ければ、得るものはないと考えるに至りました。 

以後、クラブ活動の各委員会に入り、積極的に活動を

行いました。 

その時期に印象的に残っている活動は、2002年の野

口建司会長時代に、町田潤一市長から入間川河川

敷に「ゴミの不法投棄防止」の立看板を設置してほし

いとの依頼から、3 クラブ一緒になって合同で上期下

期一緒に行動し、実施完了させました。 

 

その後 2006～2007年の宮岡宏太郎年度でネパール

のバワニ小学校の教室 3室を提供し、「バワニ小学校

冠名式典」参加の段取りをしました。 

又、翌年の 2007～2008年度で、2月 16日「2008年

新春記念講演」として内閣総理大臣補佐官・参議院

議員 中山恭子氏を講師に呼んで行いました。 

当日は、300名前後の参加者を擁して東武サロンに

於いて実施されました。大変意義のあるクラブ活動で

あったと自認しております。 

このように仕事も挑戦する立場で果敢向かって行け

ば、大変な成果と充実感を得る事ができ、クラブに入

っていて良かったと思っております。 

  ＲＩ会長     ホルガー・クナーク 

          ＲＩテーマ 『ロータリーは機会の扉を開く』 
 地区ガバナー 相原 茂吉 

        地区テーマ 『Let’s make fellows！』『友達をつくろう！』 

 

 

国際ロータリー 

第２５７０地区 

2020～2021 年度 

週 報 

〔例会場〕ニックス 〒350-1305 狭山市入間川 4-25-3 TEL 04-2954-9595 

〔事務所〕〒350-1305 狭山市入間川１-24-48 TEL 04-2952-2277 FAX 04-2952-2366 

          HP： https://www.schuohrc.org E-mail： schuohrc@p1.s-cat.ne.jp 

 会長 柴田譲    会長ｴﾚｸﾄ 菊田邦彦    副会長 寳積英彦    幹事 佐々木康 

 

 

会長の時間 

[第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ例会日: 新狭山○月 入間○木入間南○火 飯能○水 日高○火 狭山中央○火 所沢○火 新所沢○火 所沢西○火 所沢東○木 所沢中央○月］ 

 



 

 

 < 佐々木康 幹事 > 

・7～8月のプログラムが理事会で承認 

・小幡直樹会員・佐々木康会員が 6月 30日で退会 

（理事会で承認） 

 

受贈会報 

・飯能ＲＣ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

<案内役> 若松泰誼 2012-13年度会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は 2012年、狭山中央 RC創立 20周年という節目

に、まさかの会長をお引き受けしました。「大変な年に

引き受けてしまったものだ」と思っていましたが、稲見

幹事という強力なパートーナーを得て、「創立 20周年

記念パーティー」をはじめ色々な事を行うことができま

した。なかでも、 

 米山記念奨学生のジグジッド・タミラ君の世話クラ

ブをしたのをきっかけに、干ばつ防止の植樹にモ

ンゴルへ！ 

 東日本大震災復興支援！ 

  宮城県女川町視察 

  宮城県女川町商工会経営指導員副参事 青山貴

博氏講演会開催 

 狭山中央ＲＣ創立 20周年記念パーティー開催！ 

会員・家族総勢 134名参加 

浅草虎姫一座のアトラクション 

はこの 3つは思い出深い大変大きなイベントでした。 

 

今日はその中で、ケーブルテレビが作成した「モンゴ

ル干ばつ防止対策植樹事業」の DVDを皆さんにご

覧いただきます。 

モンゴル干ばつ防止対策植樹事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルテレビ 2012年 10月作成ＤＶＤより 

『国際親善と社会奉仕を目的に活動している 

狭山中央ロータリークラブの取り組みについて』に出演 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

モンゴル干ばつ防止対策植樹事業 
実施に至るまでの経緯を説明  

狭山中央 RCの取り組みについて説明 

 



 

 

 
 

 

 
 

 

< 事業のきっかけ > 

 

 

2009-2011学年度米山記

念奨学生ジグジッド・タミラ

氏の世話クラブとなる 

 

 

2011年 2月 15日駐日モ

ンゴル国特命全権大使レ

ンツェンドー・ジグジット

氏（米山記念奨学生ジグ

ジッド・タミラ氏の父）の例

会卓話開催 

モンゴルが抱えている急

速な砂漠化問題に、クラ

ブとして何か協力出来な

いか 

 

 

 

2012年 7月 28日～8月 1日（第１期） 

会員 16名家族 8名、総勢 24名でモンゴル国へ 

 

< 植樹当日の様子 > 

 

 

 

 

モンゴルの現状について説明  

モンゴル干ばつ防止対策植樹事業 
当日の様子について説明  

未来の夢計画 マッチング・グランドについて説明 

 

植樹事業を計画 



< 会食の様子 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴田君  本日は、若松年度で実施しましたモン

ゴル国での植樹事業の模様を報告して

いただきます。会員の皆様、クラブ活

動の過去の一端をおしめししたいと思

います。 

佐々君  柴田年度も残り 2回となりました。

色々とありましたが、無事ここまでこ

れて感謝です。これも皆様のご協力の

おかげだと思っております。感謝いた

します。本日の DVD、会員の皆様の若

かりし姿を楽しみにしています。 

稲見君  今日は狭山中央 RCの歴史、楽しみにで

す。近ごろは会員が減るばかりでさみ

しい!!もう一度昔の様な活力あるクラ

ブになればいいのですが！ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 次の例会 ◆ 
    

6月 25日（金）  

   例会取り止め 

 

7月 2日（金） 

   新旧交代セレモニー（例会開始前） 

   第 2 副 SAA：沼﨑会員 大野会員 

   会員卓話：寳積英彦 

   定例理事会（例会終了後） 

 

7月 9日（金）  

   第 2 副 SAA：佐々谷会員 柴田会員 

   クラブ協議会   

    
 


